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１ ． は じ め に   

【多 ⾯ 張 理 論 と は】   
従 来 の 多 ⾯ 張 の 技 術 は、 基 本 形 の ⼿ 牌 を 暗 記 し た り、 ⼿ 牌 を ガ チャ ガ チャ と 動 か し て み て 待 ち 
を ⾒ つ け る こ と が 中 ⼼ で し た。   
  
こ れ に 対 し て 多 ⾯ 張 理 論 は、 法 則 化 に よ り 暗 記 量 を 最 ⼩ 限 に 抑 え、 ⼿ 順 の 構 築 に よ り ス ムー ズ 
に 待 ち を ⾒ つ け る こ と を 可 能 と し ま し た。   
  
ま た、 １ ３ 枚 の ⼿ 牌 の 待 ち が 確 実 に 分 か る よ う に な れ ば 『１ ４ 枚 の ⼿ 牌 か ら 何 を 切 る と 何 待 ち 
か︖』 の し ら み つ ぶ し も 可 能 と な り、 何 切 る に も 対 応 が で き る よ う に な り ま す。   
  
（初 ⼼ 者 の ⽅ へ） こ の 理 論 は 多 ⾯ 張 の 完 全 マ ス ター を ⽬ 的 と し て 書 か れ て い ま す の で、 難 し い 
と 感 じ る 場 合 は 他 の や り ⽅ （基 本 形 の 暗 記 な ど） を 試 さ れ て も まっ た く 問 題 な い と 思 い ま す。   
  
（初 ⼼ 者 以 外 の ⽅ へ） こ の 理 論 は ⼀ ⾒ 煩 雑 そ う に ⾒ え ま す が、 あ ら ゆ る ⼿ 牌 に 対 し て ⼀ 連 の ⼿ 
順 で 対 応 で き る 為 に 『複 雑 な ⼿ 牌 ほ ど 威 ⼒ を 発 揮』 『暗 記 ⼒ や 頭 の 回 転 ⼒ が 最 低 限 で 済 む』 と 
い う メ リッ ト が あ り、 結 果 と し て 多 ⾯ 張 の 完 全 マ ス ター へ の 最 ⼤ の 近 道 と な る と 思 い ま す。   

【多 ⾯ 張 の 仕 組 み】   
国 ⼠ 無 双 と 七 対 ⼦ の 場 合 を 除 く と、 ⿇ 雀 に お け る 待 ち は 『単 騎』 『リャ ン メ ン （ペ ン チャ ン・ 
カ ン チャ ン）』 『シャ ン ポ ン』 の ３ パ ター ン い ず れ か に 分 類 す る こ と が で き ま す。   
  
※ 多 ⾯ 張 理 論 で は 『リャ ン メ ン・ ペ ン チャ ン・ カ ン チャ ン の ３ つ は 性 質 が 同 じ な の で、 ⼀ 纏 め 
に し て リャ ン メ ン と 呼 称 す る』 と 定 義 し ま す。   
  
そ し て、 あ ら ゆ る 多 ⾯ 張 は こ の ３ パ ター ン の 待 ち に 順 ⼦ や 暗 刻 が くっ つ く こ と に よ り 作 ら れ、 
そ の くっ つ き ⽅ と 新 し く で き る 待 ち に は 法 則 が 存 在 し ま す。   
  
※ 多 ⾯ 張 理 論 で は 『単 騎・ リャ ン メ ン・ シャ ン ポ ン の 待 ち に 順 ⼦ や 暗 刻 が くっ つ い て 新 し い 待 
ち が で き た 形』 を 多 ⾯ 張 と 定 義 し ま す。   
  
そ れ で は、 そ の 法 則 に つ い て 『順 ⼦ の 法 則 （暗 刻 が な い ⼿ 牌）』 ⇒ 『暗 刻 の 法 則 （暗 刻 が １ つ 
あ る ⼿ 牌）』 ⇒ 『暗 刻 の 法 則 （暗 刻 が 複 数 あ る ⼿ 牌）』 と い う 順 番 に 解 説 し て い き ま す。   
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 ２．順⼦の法則（暗刻がない⼿牌） 

 【順⼦は待ちをスジで伸ばす】 
 ⿇雀における待ちは単騎・リャンメン・シャンポンの３パターンでした。（国⼠無双と七対⼦ 
 の場合を除く） 

 これらの待ちに対して順⼦が特定の関係でくっつくと、『待ちをスジで伸ばす』という法則が 
 あります。 

 例えば５待ちの⼿牌があったとして、 

 ５＋５６７＝５５６７（５・８待ち） 
 １１３４＋５６７＝１１３４５６７（２・５・８待ち） 
 １１４６＋５６７＝１１４５６６７（５・８待ち） 
 １１５５＋５６７＝１１５５５６７（１・５・８待ち） 

 あらゆる５待ちに対して、５６７の順⼦がくっつくと８のリャンメン待ちができます。（  順⼦ 
 の法則１  ） 

 ５＋５６７＝５５６７（５・８待ち） 
 ５＋６７８＝５６７８（５・８待ち） 

 ５待ちが単騎である場合、６７８の順⼦がくっつくと８の単騎待ちができます。（  順⼦の法則 
 ２  ） 

 １１５５＋５６７＝１１５５５６７（１・５・８待ち） 
 １１５５＋６６７７８８＝１１５５６６７７８８（１・５・８待ち） 

 ５待ちがシャンポンである場合、６６７７８８の順⼦（イーペーコー形）がくっつくと８の 
 シャンポン待ちができます。（  順⼦の法則３  ） 

 ※もっと⼀般化した説明もできますが、こちらの⽅が覚えやすいかと思います。 

 【暗刻がない⼿牌】 
 暗刻がない⼿牌では『順⼦を端から分けていき、⾒つかった待ちがスジで伸びてないか確認す 
 る』ことにより、⼿牌全体の待ちを⾒つけることができます。（  順⼦の法則４  ） 
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 例えば『１２３３４５６６７７８８９』の⼿牌の場合、順⼦を左端から分けていくと、 

 １２３ ３４５ ６６７７８８ ９ 

 ９の単騎待ちが⾒つかり、それを６７８の順⼦が６まで単騎を伸ばし、さらに３４５の順⼦が 
 ３まで単騎を伸ばしている。 

 ※⾒つけた待ちがスジで伸びてないか確認する際には、分けておいた順⼦をそのまま記憶して 
 おく（または⾒つけた待ちを記憶しておいて再び端から順⼦を分けていく）とスムーズです。 

 また、右端から順⼦を分けていっても、 

 １２３ ３ ４５６ ６７８ ７８９ 

 ３の単騎待ちが⾒つかり、それを４５６の順⼦が６まで単騎を伸ばし、さらに７８９の順⼦が 
 ９まで単騎を伸ばしている。 

 このように右端から分けても左端から分けても結果は同じになります。 

 ただし、上記の『１２３３』や『２３３４、３３４５』のように、単騎とリャンメン（ペン 
 チャン・カンチャン）が重複するような形は、常に『単騎＋順⼦』とみなしておかないと順⼦ 
 が伸ばす待ちを⾒落としてしまう場合があります。（  順⼦の法則５  ） 

 それから、シャンポン待ちは２種類のスジができる可能性がありますので注意が必要です。 

 特に４〜５連トイツ（シャンポン＋イーペーコー）形のシャンポン待ちは２種類のスジで多⾯ 
 張を作ります。 

 ２２４４５５６６７７ 
   ↓ 
 ２２ ４４ ５５６６７７ 
 ２・４シャンポン待ち、５５６６７７の順⼦が７までシャンポンを伸ばす。 

 ３３４４５５６６７７（  要暗記⼿牌１  ） 
   ↓ 
 ３３ ４４５５６６ ７７ 
 ３・７シャンポン待ち、４４５５６６の順⼦が６までと４までシャンポンを伸ばす。 

 [練習問題] 
 １１２３４４５５６６７７８     ３・６・９待ち 
 １２２３３４４６６７７８９     ノーテン 
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 ２２３３４４５６６７７８８     ２・５・８待ち 
 １２３４４５５６６７７８８     ４・７・５・８待ち 

 【次章に進む前に】 
 順⼦が待ちを伸ばしている形ではないので順⼦の法則ではありませんが、『２２３３４５５』 
 という形について補⾜しておきます。 

 これは雀頭を２と５のどちらに取るかよってカンチャンかリャンメンか変わってくる形です 
 が、多⾯張理論では常にリャンメンとなるように雀頭を取っていただければ問題ありません。 

 また、この形に順⼦や暗刻がくっつくと待ちを⾒落としやすくなり、次章では『３４５５５６ 
 ６７８８』や『２２３３３３４４５５』の形が登場しますので、詳しくはそちらを参照してく 
 ださい。 

 暗刻がない⼿牌に関しては以上ですが、『暗刻がない⼿牌がノーテンかテンパイか︖テンパイ 
 していたら単騎・リャンメン・シャンポンのどのパターンの待ちか︖』は⾃⼒で把握できる必 
 要があります。 

 これは多⾯張理論に最低限必要な⼿牌認知能⼒であり、それほど難しくはありませんのであら 
 かじめ牌やアプリで練習して⾝に付けておいてください。 

 ※従来の多⾯張の技術では『暗刻がある⼿牌（あらゆる⼿牌）の認知能⼒が求められる』ので 
 複雑な形への対応が難しくなってしまいますが、多⾯張理論では『暗刻がない⼿牌（暗刻があ 
 る場合は暗刻を抜いた残りの⼿牌）の認知能⼒しか求められない』ので⼿牌の複雑さに関係な 
 く対応が可能になります。 
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 ３．暗刻の法則（暗刻が１つある⼿牌） 

 【とりあえず暗刻を抜け】 
 まずは以下の２つの⼿牌を⾒⽐べてみてください。 

 ２３３３４５６６７８（２・１・４・７待ち） 
 ２３３３４５６７７８（６・９待ち） 

 どちらの⼿牌にも７枚の基本形として有名な『２３３３４５６』の形が含まれていますが、多 
 ⾯張となるのは前者だけで後者は多⾯張になりません。 

 この違いを⾒分ける場合、⼿牌をガチャガチャと動かしてみるよりもっと簡単な⽅法がありま 
 す。 

 それは⼿牌から暗刻を抜き取り、残りの⼿牌がテンパイしているか確認することです。 

 ３３３ ２４５６６７８（テンパイ） 
 ３３３ ２４５６７７８（ノーテン） 

 つまり、暗刻を抜いた残りの⼿牌がテンパイなら暗刻絡みの多⾯張を作り（正確には作る可能 
 性があり）、ノーテンなら作りません。（  暗刻の法則１  ） 

 他の７枚の基本形の場合でも同様ですが、暗刻絡みの多⾯張は暗刻を抜いた残りの⼿牌が必ず 
 テンパイしているはずです。 

 【暗刻は複合形を作る】 
 次は暗刻を抜いた残りの⼿牌に着⽬します。 

 暗刻を抜いた残りの⼿牌は、ノーテン・単騎・リャンメン・シャンポンの４パターンになりま 
 す。 

 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテンの場合、その暗刻部分は⼿牌構成上において暗刻として使 
 えません。（または⼿牌全体がノーテン） 

 暗刻を抜いた残りの⼿牌がテンパイの場合、その待ちと暗刻が特定の関係でくっつくと複合形 
 を作るという法則があります。 
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 この『複合形を作る』とは、暗刻部分を暗刻以外（雀頭や搭⼦・順⼦の⼀部）に分解すること 
 により⼿牌構成を変化させ、それによって新しい待ちができるということです。（  暗刻の法則 
 ２  ） 

 では、それぞれのパターンについて詳しく解説していきます。 

 【ノーテンの場合】 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテンの場合、その暗刻部分は⼿牌構成上において暗刻として使 
 えない、または⼿牌全体がノーテンとなります。（  暗刻の法則３  ） 

 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテンの場合は、暗刻がない⼿牌と同じ要領で順⼦を端から分け 
 ていけば待ち（または⼿牌全体がノーテン）を⾒つけることができます。（  暗刻の法則４  ） 

 ２３３３４４５６７８ 
   ↓ 
 ３３３ ２４４５６７８ 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ２３３３４ ４５６ ７８ 
 リャンメン６・９待ち、４５６の順⼦が３までリャンメンを伸ばす。 

 ２２３４４４５６８８ 
   ↓ 
 ４４４ ２２３５６８８ 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ２２３４４ ４５６ ８８ 
 カン３待ち。 

 ２３３３４５５６７９ 
   ↓ 
 ３３３ ２４５５６７９ 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ２３３３４５５６７９ 
 ⼿牌全体がノーテン。 

 ３４５５５６６７８８ 
   ↓ 
 ５５５ ３４６６７８８ 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
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   ↓ 
 ３４５ ５５６６７ ８８ 
 リャンメン４・７待ち。 

 ※暗刻部分が必ずしも雀頭になるとは限らない（５を雀頭に取るとカン７待ちになってしま 
 う）ので注意してください。 

 [練習問題] 
 １１１２３５６６７７８８９     ４・７待ち 
 １２２３３３４４５６７８９     ３・６・９待ち 
 １１１２３３５６６７７８９     ノーテン 
 １１２３３４４４５５６６７     ２・５・８待ち 

 【単騎の複合形】 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌が単騎待ちの場合、単騎と暗刻の距離が１または２なら複合形を作り 
 ます。（  暗刻の法則５  ） 

 ※単騎と暗刻の距離が０または３以上（『３３３３』や『３３３６』など）なら複合形は作り 
 ません。 

 単騎の複合形でできる新しい待ちは、単騎のスジでも暗刻のスジでもないスジのリャンメン待 
 ちになります。（  暗刻の法則６  ） 

 ただし、暗刻のとなりに順⼦がくっつくと、単騎と暗刻の距離をつなぐ場合があります。（  暗 
 刻の法則７  ） 

 つまり、単騎の複合形は以下の３パターンとなります。 

 ３３３４（暗刻との距離が１） 
 ３３３５（暗刻との距離が２） 
 ３３３４５６８（順⼦が単騎と暗刻の距離をつなぐ） 

 また、『単騎のスジでも暗刻のスジでもない〜』というのは、『複合形を作る場合の単騎と暗 
 刻と複合形のスジはそれぞれ異なるので、単騎と暗刻のスジが分かれば複合形のスジも⾃動的 
 に分かる』ということです。 

 ３３３４（単騎は１のスジ、暗刻は３のスジ） 
   ↓ 
 ３３ ３４（複合形は２のスジ） 
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 ３３３５（単騎は２のスジ、暗刻は３のスジ） 
   ↓ 
 ３３ ３５（複合形は１のスジ） 

 ３３３４５６８（単騎は２のスジ、暗刻は３のスジ） 
   ↓ 
 ３３ ３４５ ６８（複合形は１のスジ） 

 これだけなら⾮常に簡単なのですが、実際はこれに順⼦がくっつくことにより（単騎も複合形 
 も）待ちがスジで伸びて少し複雑になります。 

 それでは単騎の複合形を作る⼿牌に順⼦を⾊々くっつけてみます。 

 待ちを⾒つける⼿順としては、『まず暗刻を抜いて待ちを⾒つけて（順⼦が待ちを伸ばしてな 
 いか確認）、次に暗刻との複合形の待ちを⾒つける（順⼦が待ちを伸ばしてないか確認）』と 
 なります。（  暗刻の法則８  ） 

 ※この⼿順は（単騎以外でも）あらゆる複合形における基本となります。 

 ・単騎と暗刻の距離が１の形 

 ３３３４４５６ 
   ↓ 
 ３３３ ４ ４５６ 
 暗刻を抜くと４単騎待ち、４５６の順⼦が７までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ３３ ３４ ４５６ 
 複合形はリャンメン２・５待ち。 

 ３３３４５６７ 
   ↓ 
 ３３３ ４ ５６７ 
 暗刻を抜くと４単騎待ち、順⼦が７まで単騎を伸ばす。 
   ↓ 
 ３３ ３４ ５６７ 
 複合形はリャンメン２・５待ち、５６７の順⼦が８までリャンメンを伸ばす。 

 ２３３３４５６ 
   ↓ 
 ３３３ ２ ４５６ 
 暗刻を抜くと２単騎待ち。 
   ↓ 

9



 ３３ ２３ ４５６ 
 複合形はリャンメン１・４待ち、４５６の順⼦が７までリャンメンを伸ばす。 

 ・単騎と暗刻の距離が２の形 

 ３３３４５５６ 
   ↓ 
 ３３３ ４５６ ５ 
 暗刻を抜くと５単騎待ち。 
   ↓ 
 ３３ ３５ ４５６ 
 複合形はカンチャン４待ち、４５６の順⼦が７までリャンメンを伸ばす。 

 ・順⼦が暗刻との距離をつなぐ形 

 ３３３４５６６７８８ 
   ↓ 
 ３３３ ４５６ ６７８ ８ 
 暗刻を抜くと８単騎待ち、６７８の順⼦が５までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ３３ ３４５ ６８ ６７８ 
 複合形は４５６の順⼦が暗刻との距離をつないでカン７待ち。 

 ※『１１１２３４５６７９』のように２つの順⼦が距離をつなぐ形もあります。 

 ・４枚使いの形 
 ２３３３３４４ 
   ↓ 
 ３３３ ２３４ ４ 
 暗刻を抜くと４単騎待ち、２３４の順⼦が１までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ３３ ３４ ２３４ 
 複合形はリャンメン２・５待ち。 

 ※４枚使いの形でも待ちを⾒つける⼿順はまったく変わりません。 

 ２３３３３４５ 
   ↓ 
 ３３３ ２ ３４５ 
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 暗刻を抜くと２単騎待ち、３４５の順⼦が５まで単騎を伸ばす。（または暗刻を抜くと５単騎 
 待ち、２３４の順⼦が２まで単騎を伸ばす） 
   ↓ 
 ３３ ２３ ３４５ 
 複合形はリャンメン１・４待ち。（または複合形はカン４待ち、２３４の順⼦が１までリャン 
 メンを伸ばす） 

 ※４枚使いで１つの暗刻に対して２つの単騎が複合形を作れる場合、暗刻に近い⽅の単騎（距 
 離が１の単騎）に着⽬した⽅が複合形の待ちを⾒つけるのが簡単になります。 

 [練習問題] 
 １２３４５５５６７７８８９     １・４・３・６・９待ち 
 １１１２３４５６７７８９９     ９・６・８待ち 
 １２３４５６６６６７７８９     １・４・７・５・８待ち 
 ２２２２３４５６７７８８９     ２・５・８待ち（２は４枚使い） 

 【リャンメンの複合形】 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がリャンメン待ちの場合、その待ちと暗刻が重複すると複合形を作り 
 ます。（  暗刻の法則９  ） 

 リャンメンの複合形によって作られる新しい待ちは雀頭部分で、暗刻部分とのシャンポン待ち 
 になります。（  暗刻の法則１０  ） 

 ・基本の形 

 ３３３４５８８ 
   ↓ 
 ３３３ ４５ ８８ 
 暗刻を抜くと３・６リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ３３ ３４５ ８８ 
 複合形は３・８シャンポン待ち。 

 ２３３３４８８ 
   ↓ 
 ３３３ ２４ ８８ 
 暗刻を抜くとカン３待ち。 
   ↓ 
 ３３ ２３４ ８８ 
 複合形は３・８シャンポン待ち。 
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 ※１２３３３８８の形も同様。 

 ・複合形のシャンポン待ちにイーペーコー形がくっついた形 

 ２３４４４５５６６７７９９ 
   ↓ 
 ４４４ ２３ ５５６６７７ ９９ 
 暗刻を抜くと１・４リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ２３４ ４４ ５５６６７７ ９９ 
 複合形は４・９シャンポン待ち、５５６６７７の順⼦が７までシャンポンを伸ばす。 

 ２２３３３３４４５５（  要暗記⼿牌２  ） 
   ↓ 
 ３３３ ２２ ３４４５５ 
 暗刻を抜くと３・６リャンメン待ち（３は４枚使い）。 
   ↓ 
 ２２ ３３ ３３４４５５ 
 複合形は２・３シャンポン待ち、３３４４５５の順⼦が５までシャンポンを伸ばす。 

 ・法則にあてはまらない例外形 

 ２２３３３４４５６６（  要暗記⼿牌３  ） 
   ↓ 
 ３３３ ２２ ４４５６６ 
 暗刻を抜くとカン５待ち。 
   ↓ 
 ２３ ２３３４４５ ６６ 
 例外の複合形で１・４リャンメン待ち。 

 それから、暗刻を抜いた残りの⼿牌で『単騎とリャンメンで重複する形（３４５５、３４５５ 
 ６７８、３４５５６６７７８８など）』について補⾜しておきます。 

 『単騎とリャンメンが重複する形』は、リャンメンの複合形を作っても基本的に新しい待ちは 
 できません。（  暗刻の法則１１  ） 

 ２２２３４５５ 
   ↓ 
 ２２２ ３４５ ５ 
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 暗刻を抜くと５単騎待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２ ２３４ ５５ 
 複合形は２・５シャンポン待ち。 

 ２２２３４５５６７８ 
   ↓ 
 ２２２ ３４５ ５６７８ 
 暗刻を抜くと５・８単騎待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２ ２３４ ５５ ６７８ 
 複合形は２・５シャンポン待ち。 

 ２２２３４５５６６７７８８ 
   ↓ 
 ２２２ ３４５ ５６６７７８８ 
 暗刻を抜くと５・８単騎待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２ ２３４ ５５６６７７８８ 
 複合形は２・５シャンポン待ち、６６７７８８の順⼦が８までシャンポンを伸ばす。 

 ただし、以下の形だけはリャンメンの複合形で新しい待ちができてしまいます。 

 ２２３４５５５６６７７８８（  要暗記⼿牌４  ） 
   ↓ 
 ５５５ ２ ２３４ ６６７７８８ 
 暗刻を抜くと２単騎待ち、２３４の順⼦が５までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２ ３４５ ５５ ６６７７８８ 
 複合形は２・５シャンポン待ち、６６７７８８の順⼦が８までシャンポンを伸ばす。 

 [練習問題] 
 １１２２２４５５６６７７８     ３・６・９待ち 
 １１２２２２３３４４５６７     ２・５・８・１・４待ち（２は４枚使い） 
 ２３４４４５５６６７７８８     １・４・５・８・７待ち 
 １１２３３４４４５５６７８     ２・３・６・９待ち 

 【シャンポンの複合形】 
 暗刻を抜いた残りの⼿牌がシャンポン待ちの場合、シャンポンの２つの対⼦と暗刻がくっつく 
 と複合形を作ります。（  暗刻の法則１２  ） 
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 シャンポンの複合形によって作られる新しい待ちは、暗刻部分が単騎待ちになります。（  暗刻 
 の法則１３  ） 

 ・基本の形 

 ３３４４５５５ 
   ↓ 
 ５５５ ３３ ４４ 
 暗刻を抜くと３・４シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ３３４４５５ ５ 
 複合形は５単騎待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 

 ３３４４４５５ 
   ↓ 
 ４４４ ３３ ５５ 
 暗刻を抜くと３・５シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ３３４４５５ ４ 
 複合形は４単騎待ち。 

 ・シャンポン待ちにイーペーコー形がくっつく形 

 ２２３３４４５５６６６７７ 
   ↓ 
 ６６６ ２２３３４４ ５５ ７７ 
 暗刻を抜くと５・７シャンポン待ち、２２３３４４の順⼦が２までシャンポンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２３３４４ ５５６６７７ ６ 
 複合形は６単騎待ち。 

 ２２２３３４４５５６６７７ 
   ↓ 
 ２２２ ３３ ４４ ５５６６７７ 
 暗刻を抜くと３・４シャンポン待ち、５５６６７７の順⼦がくっつくと３３４４５５６６７７ 
 の形になって６・７までシャンポンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２ ２２３３４４ ５５６６７７ 
 ３・４シャンポン待ちとの複合形は２単騎待ち、２３４の順⼦が５まで、５６７の順⼦が８ま 
 でリャンメンを伸ばす。 
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 ・順⼦がシャンポンと暗刻の距離をつなぐ形（この場合の複合形はリャンメン待ちになるので 
 法則にはあてはまらない例外形です） 

 ３３３４５６７７８８（  要暗記⼿牌５  ） 
   ↓ 
 ３３３ ４５６ ７７ ８８ 
 暗刻を抜くと７・８シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ３３ ３４５ ６７７８８ 
 ４５６の順⼦が７・８シャンポン待ちと３の暗刻の距離をつないで、例外の複合形で６・９ 
 リャンメン待ち。 

 ※『１１１２３４５６７８８９９』のように２つの順⼦が距離をつなぐ形もあります。 

 ・法則にあてはまらない例外形 

 ３３４４４４５５６６７８８（  要暗記⼿牌６  ） 
   ↓ 
 ４４４ ３３ ４５５６６７ ８８ 
 暗刻を抜くと３・８シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ４４ ３３４４５５ ６６７８８ 
 例外の複合形でカン７待ち。 

 [練習問題] 
 １２３４４５５６６６６７８     ４・５・６・３・９待ち（６は４枚使い） 
 ２２３３３４４５６７７８９     ２・４・３待ち 
 ２２３３４４５５５６６７７     ６・７・５・２・８待ち 
 １１１２３４５６７８８９９     ８・９・７待ち 

 【次章に進む前に】 
 暗刻が１つある⼿牌については以上で、これが暗刻の法則の基本となります。 

 要暗記⼿牌はそのまま暗記でかまいませんので、それ以外については（⼿牌を暗記するのでは 
 なく）法則と⼿順を暗記するようにしてください。 
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 次章では『複合形がさらに他の暗刻と複合形を作る場合』がありますので、複合形による待ち 
 のパターン変化もしっかり覚えておきましょう。 

 単騎と暗刻の複合形 ⇒ リャンメン 
 リャンメンと暗刻の複合形 ⇒ シャンポン 
 シャンポンと暗刻の複合形 ⇒ 単騎 

 このように待ちのパターンが『単騎⇒リャンメン⇒シャンポン⇒単騎…』とループしていきま 
 す。 

 また、要暗記⼿牌の中には例外形と解説されているものがありますが、これらは『法則にあて 
 はまらない形の複合形』を作ったり、『法則にあてはまらない待ちのパターン変化』をするも 
 ので、次章でもいくつか登場しますが全て要暗記⼿牌となっています。（多⾯張理論全体で例 
 外形は８つ） 

 ２２３３３４４５６６（待ちと暗刻が重複してない、リャンメン⇒リャンメン） 
 ３３３４５６７７８８（順⼦がシャンポンと暗刻の距離をつなぐ、シャンポン⇒リャンメン） 
 ３３４４４４５５６６７８８（シャンポンと暗刻がくっついてない、シャンポン⇒リャンメ 
 ン） 

 それから、『⾃分で４枚使っている待ち』についても少し補⾜しておきます。 

 ⼀般的には『⾃分で４枚使っている部分を待ちとして答えるのは誤り』とされていますが、多 
 ⾯張理論では（『〇は４枚使い』という注釈付きで）その部分も待ちとして扱っています。 

 これは『その部分に順⼦や暗刻がくっついて新しい待ちができる場合もあり、待ちとして認識 
 している必要がある』『その部分を待ちとして認識していることによる不利益（フリテンな 
 ど）はない』という理由からです。 
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 ４．暗刻の法則（暗刻が複数ある⼿牌） 

 【とにかく暗刻を抜け】 
 暗刻が複数ある⼿牌でも、暗刻を抜いて残りの⼿牌を確認するのは同じですが、抜いた残りの 
 ⼿牌がテンパイになる暗刻とノーテンになる暗刻が混在する場合があります。 

 まず全ての暗刻を抜いて残りの⼿牌を確認して（テンパイなら待ちを⾒抜く⼿順に移⾏）、 
 ノーテンなら個別に暗刻を抜いてテンパイとなる暗刻だけを抜くことができます。（  暗刻の法 
 則１４  ） 

 また、抜いた残りの⼿牌がノーテンになる暗刻については、その暗刻部分は⼿牌構成上におい 
 て暗刻として使えません。（または⼿牌全体がノーテン） 

 ２２２３４５６６６７ 
   ↓ 
 ２２２ ６６６ ３４５ ７ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がテンパイ。 

 ２３３４４４５６６６ 
   ↓ 
 ４４４ ６６６ ２３３５ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ４４４ ２３３５６６６ 
 ６６６ ２３３４４４５ 
 ４の暗刻を抜くとノーテン、６の暗刻を抜くとテンパイ。 
   ↓ 
 ６６６ ２３３４４５ ４ 
 ４の暗刻部分は暗刻として使えない。 

 １１１２３５６６６７７７８ 
   ↓ 
 １１１ ６６６ ７７７ ２３５８ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 １１１ ２３５６６６７７７８ 
 ６６６ １１１２３５７７７８ 
 ７７７ １１１２３５６６６８ 
 個別に暗刻を抜いても全てノーテン。 
   ↓ 
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 １１ １２３ ５６６７７８ ６７ 
 全ての暗刻部分を暗刻として使わなければ⼿牌全体ではテンパイ。 

 ※『リャンメンの複合形が２つある形』は全ての暗刻を抜くとノーテンですが、個別に暗刻を 
 抜くとどちらもテンパイ（どちらの暗刻も抜くことができる）になります。 

 １１１２３７８９９９ 
   ↓ 
 １１１ ９９９ ２３ ７８ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 １１１ ２３ ７８９９９ 
 ９９９ １１１２３ ７８ 
 個別に暗刻を抜くとどちらもテンパイ。 

 １２３３３４５６７８８８９ 
   ↓ 
 ３３３ ８８８ １２４５６７９ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ３３３ １２ ４５６ ７８８８９ 
 ８８８ １２３３３ ４５６ ７９ 
 個別に暗刻を抜くとどちらもテンパイ。 

 【複数の暗刻と複合形を作る場合】 
 暗刻を抜いた残りのテンパイ形とそれぞれの暗刻が複合形を作るか確認していきます。（  暗刻 
 の法則１５  ） 

 ２２２３４５６６６７ 
   ↓ 
 ２２２ ６６６ ３４５ ７ 
 全ての暗刻を抜くと７単騎待ち。 
   ↓ 
 ６６６ ２２２３４ ５７ 
 ３４５の順⼦が距離をつないで２の暗刻との複合形でカン６待ち。 
   ↓ 
 ２２２ ３４５ ６６ ６７ 
 ６の暗刻との複合形で５・８リャンメン待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 

 ２２２３４５６６６６７７７ 
   ↓ 
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 ２２２ ６６６ ７７７ ３４５６ 
 全ての暗刻を抜くと３単騎待ち、４５６の順⼦が６まで単騎を伸ばす（６は４枚使い）。 
   ↓ 
 ６６６ ７７７ ２２ ２３ ４５６ 
 ２の暗刻との複合形で１・４リャンメン待ち、４５６の順⼦が７までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２２ ７７７ ３４５６ ６６６ 
 ６の暗刻とは複合形を作らない。 
   ↓ 
 ２２２ ６６６ ３４５ ６７ ７７ 
 ７の暗刻との複合形で５・８リャンメン待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 

 ２３３４４４５６６６ 
   ↓ 
 ４４４ ６６６ ２３３５ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ２３３４４５ ４ ６６６ 
 ４の暗刻は抜くとノーテンなので６の暗刻だけ抜くと４単騎待ち、２３４の順⼦が１までリャ 
 ンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２３３４４５ ４６ ６６ 
 ６の暗刻との複合形でカン５待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 

 [練習問題] 
 ２２２３４５６７７７７８９     ３・６・９・１・４・７・２・５・８待ち（７は４枚 
 使い） 
 １１１２３３４５６７８８８     ３・２・５・８・４・１待ち 
 ２３３３４４４５６７８９９     ２・５待ち 
 １１１２３４４４７８９９９     １・４・６・９待ち 

 【複合形がさらに他の暗刻と複合形を作る場合】 
 暗刻との複合形でできた新しい待ちが、さらに他の暗刻と複合形を作る場合があり、その際に 
 は待ちのパターンが『単騎⇒リャンメン⇒シャンポン⇒単騎…』とループしていきます。（  暗 
 刻の法則１６  ） 

 ・リャンメン⇒シャンポン⇒単騎のパターン 

 ３３３４４５５５６７ 
   ↓ 
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 ３３３ ５５５ ４４ ６７ 
 全ての暗刻を抜くとリャンメン５・８待ち。 
   ↓ 
 ３３３ ４４ ５５ ５６７ 
 （３の暗刻とは複合形を作れず）５の暗刻との複合形で４・５シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ３ ３３４４５５ ５６７ 
 ４・５シャンポン待ちがさらに３の暗刻と複合形を作って３単騎待ち、３４５の順⼦が６まで 
 リャンメンを伸ばす。 

 ２３４４４５５５６６６７８ 
   ↓ 
 ４４４ ５５５ ６６６ ２３ ７８ 
 全ての暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテン。 
   ↓ 
 ５５５ ２３４４４ ６６６７８ 
 ５の暗刻は抜いてもテンパイで、４の暗刻と６の暗刻はどちらもリャンメンの複合形を作って 
 いて、４の暗刻を抜くと１・４リャンメン待ち、６の暗刻を抜くと６・９リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ５５５ ２３４ ４４ ６６ ６７８ 
 複合形は４・６シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２３４ ４４ ５５５ ６６ ６７８ 
 複合形の４・６シャンポン待ちがさらに５の暗刻と複合形を作る。 
   ↓ 
 ２３４ ４４５５６６ ５ ６７８ 
 複合形は５単騎待ち、２３４の順⼦が２まで６７８の順⼦が８まで単騎を伸ばす。 

 ・シャンポン⇒単騎⇒リャンメンのパターン 

 １１１２２３３３４４ 
   ↓ 
 １１１ ３３３ ２２ ４４ 
 全ての暗刻を抜くと２・４シャンポン待ち。 
   ↓ 
 １１１ ２２３３４４ ３ 
 （１の暗刻とは複合形を作れず）３の暗刻との複合形で３単騎待ち。 
   ↓ 
 １１ １３ ２２３３４４ 
 ３単騎待ちがさらに１の暗刻と複合形を作ってカン２待ち、２３４の順⼦が５までリャンメン 
 を伸ばす。 
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 １１２２３３３４５６８８８ 
   ↓ 
 ３３３ ８８８ １１ ２２ ４５６ 
 全ての暗刻を抜くと１・２シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ８８８ １１２２３３ ３ ４５６ 
 （８の暗刻とは複合形を作れず）３の暗刻との複合形で３単騎待ち、４５６の順⼦が６まで単 
 騎を伸ばす。 
   ↓ 
 １１２２３３ ３４５６８ ８８ 
 ６単騎待ちがさらに８の暗刻と複合形を作ってカン７待ち。 

 ・単騎⇒リャンメン⇒シャンポンの（シャンポンにイーペーコー形がくっつく）パターン 

 ２３３３４４４５５６６７７（  要暗記⼿牌７  ） 
   ↓ 
 ３３３ ４４４ ２ ５５６６７７ 
 全ての暗刻を抜くと２単騎待ち。 
   ↓ 
 ４４４ ２３ ３３ ５５６６７７ 
 ３の暗刻との複合形で１・４リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ３３３ ２４ ４４ ５５６６７７ 
 ４の暗刻との複合形でカン３待ち。 
   ↓ 
 ２３４ ３３ ４４ ５５６６７７ 
 １・４リャンメン待ちがさらに４の暗刻と（またはカン３待ちがさらに３の暗刻と）複合形を 
 作ってシャンポン３・４待ち、５５６６７７の順⼦がくっつくと３３４４５５６６７７の形に 
 なって６・７までシャンポンを伸ばす。 

 ２２２３４４４５５６６７７（  要暗記⼿牌８  ） 
   ↓ 
 ２２２ ４４４ ３ ５５６６７７ 
 全ての暗刻を抜くと３単騎待ち。 
   ↓ 
 ４４４ ２２ ２３ ５５６６７７ 
 ２の暗刻との複合形で１・４リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ２２２ ３４ ４４ ５５６６７７  
 ４の暗刻との複合形で２・５リャンメン待ち、５６７の順⼦が８までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２ ２３４ ４４ ５５６６７７ 
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 １・４リャンメン待ちがさらに４の暗刻と（または２・５リャンメン待ちがさらに２の暗刻 
 と）複合形を作って２・４シャンポン待ち、５５６６７７の順⼦が７までシャンポンを伸ば 
 す。 

 ・暗刻が連続するパターン 

 ２３３３４４４５５５（  要暗記⼿牌９  ） 
   ↓ 
 ３３３ ４４４ ５５５ ２ 
 全ての暗刻を抜くと２単騎待ち。 
   ↓ 
 ４４４ ５５５ ２３ ３３ 
 （５の暗刻とは複合形を作れず）３の暗刻との複合形で１・４リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ３３３ ５５５ ２４ ４４ 
 ４の暗刻との複合形でカン３待ち。 
   ↓ 
 ５５５ ２３４ ３３ ４４ 
 １・４リャンメン待ちがさらに４の暗刻と（またはカン３待ちがさらに３の暗刻と）複合形を 
 作って３・４シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２３４ ３３４４５５ ５ 
 ３・４シャンポン待ちがさらに５の暗刻と複合形を作って５単騎、２３４の順⼦が２まで単騎 
 を（または３４５の順⼦が２までリャンメンを）伸ばす。 

 ２２３３４４４５５５（  要暗記⼿牌１０  ） 
   ↓ 
 ４４４ ５５５ ２２ ３３ 
 全ての暗刻を抜くと２・３シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ５５５ ２２３３４４ ４ 
 （５の暗刻とは複合形を作れず）４の暗刻との複合形で４単騎、２３４の順⼦が１までリャン 
 メンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２２３３４４ ４５ ５５ 
 ４単騎がさらに５の暗刻と複合形を作って３・６リャンメン待ち。 

 ２２２２３３３４４４（  要暗記⼿牌１１  ） 
   ↓ 
 ２２２ ３３３ ４４４ ２ 
 全ての暗刻を抜くと２単騎待ち（２は４枚使い）。 
   ↓ 
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 ２２２ ４４４ ２３ ３３ 
 ３の暗刻との複合形で１・４リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ２２２ ３３３ ２４ ４４ 
 ４の暗刻との複合形でカン３待ち。 
   ↓ 
 ２２２ ２３４ ３３ ４４ 
 １・４リャンメン待ちがさらに４の暗刻と（またはカン３待ちがさらに３の暗刻と）複合形を 
 作って３・４シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２ ２２３３４４ ２３４ 
 ３・４シャンポン待ちがさらに２の暗刻と複合形を作って２単騎、２３４の順⼦が５までリャ 
 ンメンを伸ばす。 

 ※要暗記⼿牌７・８・９・１１に関しては、複合形が作られる仕組みが理解できたら以下のよ 
 うに途中の⼿順を省略していきなり『順⼦＋シャンポン』に分解してもかまいません。 

 ２３３３４４４（２・１・４・３待ち） ⇒ ２３４ ３３ ４４ 
 ２２２３４４４（３・１・４・２・５待ち） ⇒ ２３４ ２２ ４４ 

 ２３３３４４４５５５ ⇒ ２３３３４４４ ５５５ ⇒ ２３４ ３３４４５５５  
 ２２２２３３３４４４ ⇒ ２２２ ２３３３４４４ ⇒ ２３４ ２２２３３４４ 
 ２３３３４４４５５５６６６ ⇒ ２３３３４４４ ５５５ ６６６ 
 ⇒ ２３４ ３３４４５５５ ６６６ ⇒ ２３４ ３３４４５５ ５６６６ 

 ・法則にあてはまらない例外形 

 ２２２３４４４５６６（  要暗記⼿牌１２  ） 
   ↓ 
 ２２２ ４４４ ３５ ６６ 
 全ての暗刻を抜くとカン４待ち。 
   ↓ 
 ２２２ ３４５ ４４ ６６ 
 複合形は４・６シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２２ ２３４ ４４５６６ 
 さらに２の暗刻と例外の複合形を作ってカン５待ち。 

 ※『２２２３４５６７７７８９９』のように順⼦が距離をつなぐ形もあります。 
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 [練習問題] 
 ２３３３３４４４５５５６７     １・４・５・８・３・６待ち（３は４枚使い） 
 ２２３３４４４５６７８８８     ２・３・４・１・７・６・９待ち 
 ２３３３４４４５５５７７７     ２・１・４・３・５・６待ち 
 ２２２３４５６７７７８９９     ７・９・８待ち 

 【特殊な複合形】 
 『暗刻２つと対⼦１つがくっついている形』は（これがワンセットで）特殊な複合形を作る場 
 合があります。（  暗刻の法則１７  ） 

 そして、暗刻と対⼦の部分を全て順⼦に分解すると、残った部分が例外の複合形になります。 
 （  暗刻の法則１８  ） 

 １１３３４４４５５５（  要暗記⼿牌１３  ） 
   ↓ 
 ４４４ ５５５ １１ ３３ 
 全ての暗刻を抜くと１・３シャンポン待ち。 
   ↓ 
 １１ ３３４４５５ ４５ 
 例外の複合形で３・６リャンメン待ち。 

 ３３４４４５５５６６（  要暗記⼿牌１４  ） 
   ↓ 
 ４４４ ５５５ ３３ ６６ 
 全ての暗刻を抜くと３・６シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ３４５６ ３４４５５６ 
 例外の複合形で３単騎待ち、４５６の順⼦が６まで単騎を伸ばす。 

 ※この複合形によって待ち⾃体は増えませんが、３・６のシャンポン待ちが３・６の単騎待ち 
 に変わることで、以下のように順⼦が待ちを伸ばしたり暗刻との複合形を作ったりします。 

 ３３４４４５５５６６７８９（３・６・９待ち） 
 ３３４４４５５５６６８８８（３・６・７待ち） 

 ２２３３３４４４５７（  要暗記⼿牌１５  ） 
   ↓ 
 ３３３ ４４４ ２２ ５７ 
 全ての暗刻を抜くとカン６待ち。 
   ↓ 
 ２２３３４４ ３４５ ７ 
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 例外の複合形で７単騎待ち。 

 ２２３３３４４４５６６７７（  要暗記⼿牌１６  ） 
   ↓ 
 ３３３ ４４４ ２２ ５６６７７ 
 全ての暗刻を抜くと５・８リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ２２３３４４ ３４５ ６６ ７７ 
 例外の複合形で６・７シャンポン待ち。 

 以下は（リャンメン⇒シャンポン⇒単騎のパターンで）特殊な複合形ではありませんが、形が 
 似ているので⼀緒に解説します。 

 ２２３３３４４４５６ 
   ↓ 
 ３３３ ４４４ ２２ ５６ 
 全ての暗刻を抜くとリャンメン４・７待ち。 
   ↓ 
 ３３３ ２２ ４４ ４５６ 
 （３の暗刻とは複合形を作れず）４の暗刻との複合形で２・４シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２２３３４４ ３ ４５６ 
 ２・４シャンポン待ちがさらに３の暗刻と複合形を作って３単騎、４５６の順⼦が６まで単騎 
 を伸ばす。 

 ２２３３３４４４４５ 
   ↓ 
 ３３３ ４４４ ２２ ４５ 
 全ての暗刻を抜くと３・６リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ４４４ ２２ ３３ ３４５ 
 （４の暗刻とは複合形を作れず）３の暗刻との複合形で２・３シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２２３３４４ ４ ３４５ 
 ２・３シャンポン待ちがさらに４の暗刻と複合形を作って４単騎（４は４枚使い）、２３４の 
 順⼦が１まで待ちを伸ばす。 

 [練習問題] 
 ２２３３３４４４５５５６６     ２・６・５・３待ち 
 ２２３３３４４４５５６７７     ６・４・７・１待ち 
 ２２３３３４４４５６７７７     ４・７・２・３・６・５・８待ち 
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 １２２２３３３３４４４４５     １・３・６・２・４（３と４は４枚使い） 

 【例外形に順⼦や暗刻がくっついた形】 
 例外形に順⼦や暗刻がくっつくと（例外の複合形に気付きにくくなり）難解になる場合があり 
 ます。 

 ・２２３３３４４５６６（要暗記⼿牌３）に１の暗刻がくっついた形 

 １１１２２３３３４４５６６ 
   ↓ 
 １１１ ３３３ ２２ ４４５６６ 
 全ての暗刻を抜くとカン５待ち。 
   ↓ 
 １１１ ２３ ２３３４４５ ６６ 
 （１の暗刻とは複合形を作れず）３の暗刻と例外の複合形で１・４リャンメン待ち。 
   ↓ 
 １１ １２３ ２３３４４５ ６６ 
 １・４リャンメン待ちがさらに１の暗刻と複合形を作って１・６シャンポン待ち。 

 ・２２３３３４４５６６（要暗記⼿牌３）に５６７の順⼦がくっついた形 

 ２２３３３４４５５６６６７ 
   ↓ 
 ３３３ ６６６ ２２ ４４５５７ 
 全ての暗刻を抜くとノーテン。 
   ↓ 
 ３３３ ２２ ４４５５６６ ６７ 
 ６の暗刻は抜くとノーテンなので３の暗刻だけ抜くと５・８リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ２２３３４ ３４５ ５６７ ６６ 
 ３の暗刻と例外の複合形で１・４リャンメン待ち。 

 ・２２２３４５６６７７（要暗記⼿牌５）に５６７の順⼦がくっついた形 

 ２２２３４５５６６６７７７ 
   ↓ 
 ２２２ ６６６ ７７７ ３４５ ５ 
 全ての暗刻を抜くと５単騎待ち、３４５の順⼦が２までリャンメンを伸ばす。 
   ↓ 
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 ２２２ ７７７ ３４５ ５６ ６６ 
 ６暗刻との複合形で４・７リャンメン待ち。 
   ↓ 
 ２２２ ３４５ ６６ ７７ ５６７ 
 ４・７リャンメン待ちがさらに７の暗刻と複合形を作って６・７シャンポン待ち。 
   ↓ 
 ２２ ２３４ ５６６７７ ５６７ 
 ３４５の順⼦が６・７シャンポン待ちと２の暗刻の距離をつないで、例外の複合形で５・８ 
 リャンメン待ち。 

 ・２２２３４４４５６６（要暗記⼿牌１２）に３４５の順⼦がくっついた形、または３３４４ 
 ４４５５６６（要暗記⼿牌２）に２の暗刻がくっついた形 

 ２２２３３４４４４５５６６ 
   ↓ 
 ２２２ ４４４ ３３ ４５５６６ 
 全ての暗刻を抜くと４・７リャンメン待ち（４は４枚使い）。 
   ↓ 
 ２２２ ３３ ４４ ４４５５６６ 
 （２の暗刻とは複合形を作れず）４の暗刻との複合形で３・４シャンポン待ち、４４５５６６ 
 の順⼦が６までシャンポンを伸ばす。 
   ↓ 
 ２ ２２３３４４ ４４５５６６ 
 ３・４のシャンポン待ちがさらに２の暗刻と複合形を作って２単騎待ち、２３４の順⼦が５ま 
 でリャンメンを伸ばす。 

 [練習問題] 
 ２２３３３４４５５５５６６     ５・２・１・４待ち（５は４枚使い） 
 ２２２３４５６６６７７７８     ８・７・６・９・５待ち 
 ２２２３４４４５５５５６６     ４・６・５・２待ち（５は４枚使い） 
 ２２２３３３３４４４５６６     ４・６・５・１待ち（２２２３４４４５６６と２２２ 
 ３３３４４６６の２つの例外形） 
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 ５．最後に 

 【あとがき】 
 『順⼦の法則（暗刻がない⼿牌）』⇒『暗刻の法則（暗刻が１つある⼿牌）』⇒『暗刻の法則 
 （暗刻が複数ある⼿牌）』と解説してきましたので、これであらゆる多⾯張について解説した 
 ことになります。 

 あとは牌やアプリを使った練習との併⽤（練習で間違えた⼿牌を画像で保存しておき、それを 
 理論にあてはめ直すのが有効）で正確性とスピードを⾼めていただければと思います。（正確 
 性とスピードでは正確性の⽅が重要） 

 また、多⾯張の何切る（暗刻のある⼿牌からテンパイに取る打牌）に関しては、以下の３パ 
 ターンになりますので上から順にテンパイ形のチェックをしていくとスムーズです。（例外形 
 の⾒落としに注意） 

 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌でどういうテンパイを（暗刻との複合形も）取れるのか︖ 
 ・暗刻から１枚切ってテンパイを取れるのか︖ 
 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテンとなるテンパイを取れるのか︖ 

 【法則＆要暗記⼿牌】 
 ２．順⼦の法則 

 【順⼦は待ちをスジで伸ばす】 

 ・あらゆる５待ちに対して、５６７の順⼦がくっつくと８のリャンメン待ちができる。（  順⼦ 
 の法則１  ） 

 ・５待ちが単騎である場合、６７８の順⼦がくっつくと８の単騎待ちができる。（  順⼦の法則 
 ２  ） 

 ・５待ちがシャンポンである場合、６６７７８８の順⼦（イーペーコー形）がくっつくと８の 
 シャンポン待ちができる。（  順⼦の法則３  ） 

 【暗刻がない⼿牌】 

 ・暗刻がない⼿牌では『順⼦を端から分けていき、⾒つかった待ちがスジで伸びてないか確認 
 する』ことにより、⼿牌全体の待ちを⾒つけることができる。（  順⼦の法則４  ） 
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 ・『１２３３、２３３４、３３４５』のように、単騎とリャンメン（ペンチャン・カンチャ 
 ン）が重複するような形は、常に『単騎＋順⼦』とみなしておかないと順⼦が伸ばす待ちを⾒ 
 落としてしまう場合がある。（  順⼦の法則５  ） 

 ３３４４５５６６７７（  要暗記⼿牌１  ） 

 ３．暗刻の法則（暗刻が１つある⼿牌） 

 【とりあえず暗刻を抜け】 

 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌がテンパイなら暗刻絡みの多⾯張を作る可能性があり、ノーテンな 
 ら作らない。（  暗刻の法則１  ） 

 【暗刻は複合形を作る】 

 ・『複合形を作る』とは、暗刻部分を暗刻以外（雀頭や搭⼦・順⼦の⼀部）に分解することに 
 より⼿牌構成を変化させ、それによって新しい待ちができるということ。（  暗刻の法則２  ） 

 【ノーテンの場合】 

 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテンの場合、その暗刻部分は⼿牌構成上において暗刻として 
 は使えない、または⼿牌全体がノーテンとなる。（  暗刻の法則３  ） 

 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌がノーテンの場合は、暗刻がない⼿牌と同じ要領で順⼦を端から分 
 けていけば待ち（または⼿牌全体がノーテン）を⾒つけることができる。（  暗刻の法則４  ） 

 【単騎の複合形】 

 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌が単騎待ちの場合、単騎と暗刻の距離が１または２なら複合形を作 
 る。（  暗刻の法則５  ） 

 ・単騎の複合形でできる新しい待ちは、単騎のスジでも暗刻のスジでもないスジのリャンメン 
 待ちになる。（  暗刻の法則６  ） 

 ・暗刻のとなりに順⼦がくっつくと、単騎と暗刻の距離をつなぐ場合がある。（  暗刻の法則 
 ７  ） 

 ・あらゆる複合形において待ちを⾒つける⼿順としては、『まず暗刻を抜いて待ちを⾒つけて 
 （順⼦が待ちを伸ばしてないか確認）、次に暗刻との複合形の待ちを⾒つける（順⼦が待ちを 
 伸ばしてないか確認）』となる。（  暗刻の法則８  ） 

 【リャンメンの複合形】 
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 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌がリャンメン待ちの場合、その待ちと暗刻が重複すると複合形を作 
 る。（  暗刻の法則９  ） 

 ・リャンメンの複合形によって作られる新しい待ちは雀頭部分で、暗刻部分とのシャンポン待 
 ちになる。（  暗刻の法則１０  ） 

 ・『単騎とリャンメンが重複する形』は、リャンメンの複合形を作っても基本的に（１つの形 
 を除いて）新しい待ちはできない。（  暗刻の法則１１  ） 

 ２２３３３３４４５５（  要暗記⼿牌２  ） 

 ２２３３３４４５６６（  要暗記⼿牌３  ）※例外形 

 ２２３４５５５６６７７８８（  要暗記⼿牌４  ） 

 【シャンポンの複合形】 

 ・暗刻を抜いた残りの⼿牌がシャンポン待ちの場合、シャンポンの２つの対⼦と暗刻がくっつ 
 くと複合形を作る。（  暗刻の法則１２  ） 

 ・シャンポンの複合形によって作られる新しい待ちは、暗刻部分が単騎待ちになる。（  暗刻の 
 法則１３  ） 

 ３３３４５６７７８８（  要暗記⼿牌５  ）※例外形 

 ３３４４４４５５６６７８８（  要暗記⼿牌６  ）※例外形 

 ４．暗刻の法則（暗刻が複数の⼿牌） 

 【とにかく暗刻を抜け】 

 ・まず全ての暗刻を抜いて残りの⼿牌を確認して（テンパイなら待ちを⾒抜く⼿順に移⾏）、 
 ノーテンなら個別に暗刻を抜いてテンパイとなる暗刻だけを抜くことができる。（  暗刻の法則 
 １４  ） 

 【複数の暗刻と複合形を作る場合】 

 ・暗刻を抜いた残りのテンパイ形とそれぞれの暗刻が複合形を作るか確認していく。（  暗刻の 
 法則１５  ） 

 【複合形がさらに他の暗刻と複合形を作る場合】 

30



 ・暗刻との複合形でできた新しい待ちが、さらに他の暗刻と複合形を作る場合があり、その際 
 には待ちのパターンが『単騎⇒リャンメン⇒シャンポン⇒単騎…』とループしていく。（  暗刻 
 の法則１６  ） 

 ２３３３４４４５５６６７７（  要暗記⼿牌７  ） 

 ２２２３４４４５５６６７７（  要暗記⼿牌８  ） 

 ２３３３４４４５５５（  要暗記⼿牌９  ） 

 ２２３３４４４５５５（  要暗記⼿牌１０  ） 

 ２２２２３３３４４４（  要暗記⼿牌１１  ） 

 ２２２３４４４５６６（  要暗記⼿牌１２  ）※例外形 

 【特殊な複合形】 

 ・『暗刻２つと対⼦１つがくっついている形』は（これがワンセットで）特殊な複合形を作る 
 場合がある。（  暗刻の法則１７  ） 

 ・暗刻と対⼦の部分を全て順⼦に分解すると、残った部分が例外の複合形になる。（  暗刻の法 
 則１８  ） 

 １１３３４４４５５５（  要暗記⼿牌１３  ）※例外形 

 ３３４４４５５５６６（  要暗記⼿牌１４  ）※例外形 

 ２２３３３４４４５７（  要暗記⼿牌１５  ）※例外形 

 ２２３３３４４４５６６７７（  要暗記⼿牌１  ６  ）※例外形 
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